
♦ペア戦スクランブル競技方法

　18 ホール オリジナルスクランブル方式によるペア戦。（グロスの部・ダブルぺリアの部の二部門）

★ティーショット

 　２ペア４名がティーショットを打つ。打順は自由とする。

　※異なるティグラウンドを使用する場合は、後ろのティグラウンドのプレーヤーから打つこと

★2打目以降

　ペア内にてベストポジションと思われるボールを選択し、ボールの横にティペグでマークをする。

　(選択されなかったボールは速やかにピックアップすること）

　マークを基点に半径30ｃｍの半円内の同一ライで、ピンに近づかない箇所にプレースをしてショットする。

　これをグリーンに乗るまで繰り返す。

　※ティショットの採用回数に制限はなく、常にベストポジションのボールを選択できるものとする。

　※カラーにボールがある場合は、半径30㎝の半円内にグリーンがあってもグリーン上にはプレースできない。

　※マークをして拾い上げたボールは拭くことが可能。

　※バンカー内のボールを選択した場合、打つ毎に、砂を均してプレース可。

　※マークしたティペグは最後の選手がボールをプレースするまで取り除かないこと。

★グリーン上

　ペア内にてベストポジションと思われるボールを選択し、ボールの横にマークをする。

　(選択されなかったボールは速やかにピックアップすること）

　マークを基点に半径15ｃｍの半円内で、ピンに近づかない箇所にプレースをしてパッティングすること。

　マークは最後の選手がボールをプレースするまで取り除かないこと。

　※ペアの内どちらか１名がカップインした時点でそのホールのスコアが確定するので「お先にパット」はせず、

　　必ずマークをして同伴者のパットを待つこと。

　※スコア確定後のパッティングは、練習ストロークとして見なさないが、プレー進行に注意すること。

★スコア入力

　各ホールのスコアはすべてナビへ入力する。

　ホールアウト後、印刷されたスコアカードにチームの代表者がアテストを行うこと。
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